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番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
77
 

主
図

1
4
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
78
 

主
図

1
4
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
79
 

主
図

1
4
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
見
透
線
界
に
変
更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
80
 

主
図

1
4
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
見

透
線

界
（

道
路

交

点
と
道
路
交
点
）
及
び
道
路
中
心
線
界
に
変

更
す

る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
81
 

主
図

1
4
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有
林
）
及
び
道
路
中
心
線
界
と

な
っ

て
い

る
が

九
州

自
然

歩
道

線

（
歩
道
）
が
通
っ
て
お
り
、
道
路
敷
（
含
）

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
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番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
82
 

主
図

1
4
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
敷

（
含

）
界

及

び
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
83
 

主
図

1
4
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
、
林
班
界
（
民
有
林
）

及
び

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い

る
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
道
路
中
心
線
界

及
び

地
番

界
に

変
更

す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
84
 

主
図

1
4
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
85
 

主
図

1
4
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
、
林
班
界
（
民
有
林
）
及
び

小
班

界
（

民
有

林
）

と
な

っ
て

い

る
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
地
番
界
及
び
道

路
敷

（
含

）
界

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
86
 

主
図

1
4
 

副
図

４
 

－
  

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

甲
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
、
口
之
津
雲
仙

線
道

路
（

車
道

）
及

び
九

州

自
然
歩
道
線
（
歩
道
）
が
通
っ
て
お
り
、
道
路
敷

（
含

）
界

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

   

変
更
部
分
面
積
計
 

△
7
5
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
 
 
 
△
7
5
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変
更
前
公
園
面
積
 

1
3
,
0
3
3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

（
12
,8
5
8）

 

変
更
後
公
園
面
積
 

1
2
,
9
1
4
 

国
  
7,
1
28
 

公
  
  
5
95
 

私
  
5,
1
92
 

 注
１

）
区
域

の
精

査
及

び
Ｇ

Ｉ
Ｓ

ソ
フ

ト
を

用
い

た
面
積
の
再
計
算
後
の
数
値
で
あ
り
、
括
弧
内
は
変
更
前
の
公
園
計
画
書

に
記

載
さ

れ
た

数
値

で
あ

る
。
 

注
２

）
面
積

の
増

減
が

１
h
a
未

満
と

な
る

区
域

は
、「

－
」
と
し
て
表
し
て
い
る
 

注
３

）
端
数

処
理

の
た

め
合

計
値

が
一

致
し

な
い

場
合
が
あ
る
。
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第２ 公園計画の変更 

１ 変更理由 

今回の第２次点検においては、以下のとおり変更を行うものとする。 

保護規制計画について、平成 11 年の点検後 24 年が経過し、不明確となっている区域線が多

いため、国立公園区域線、地種区分区域線の明確化を図るために区域線の変更を行う。 

施設計画について、適正な利用を図るために小浜温泉と雲仙温泉集団施設地区を連絡する車

道沿いに燃料等供給施設を追加し、公園区域の明確化に伴う利用計画道路（車道）の区間変更

を行う。 

さらに、雲仙地域の風致景観及び自然環境、利用状況等の特性を踏まえた質の高い自然体験

活動を促進するため、公園計画に自然体験活動計画を追加する。 
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２
 

基
本
方

針
の

変
更

内
容
 

基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 
（

表
４

：
基

本
方

針
変

更
表

）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

雲
仙
地
域
は
、

複
合
火
山
を
形
成
す
る
普
賢
岳
や
平
成
新
山
、
妙
見
岳
な
ど
の
諸
峰

を
中
心
と
し
た
山

岳
地
形
や
地
獄
現
象
、
夏
緑
樹
林
な
ど
の
原
生
的
景
観
と
こ
れ
に
纏

わ
る
人
文
景
観
を

有
す
る
我
が
国
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
風
景
地
で
あ
り
、
1
9
3
4
年

（
昭
和
９
年
）
に

我
が
国
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
由
緒
あ
る
国
立
公
園
で
あ
る
。

 
雲
仙
岳
を
中
央

に
抱
え
る
島
原
半
島
は
、
約

4
0
万
年
前
ま
で
は
島
で
あ
っ
た
。
約

4
3
0
万
年
前
に
半
島
南
端
の
早
崎
で
始
ま
っ
た
海
底
火
山
の
噴
火
に
よ
り
火
山
島
が
誕

生
し
、
噴
火
を
繰

り
返
し
な
が
ら
大
き
な
島
に
な
っ
て
い
っ
た
。
約

5
0
万
年
前
に
は
雲

仙
岳
（
雲
仙
火
山

）
が
形
成
さ
れ
て
噴
火
活
動
を
開
始
し
、
約

4
0
万
年
前
に
流
れ
下
っ

た
噴
出
物
で
九
州

本
土
と
つ
な
が
り
半
島
と
な
っ
た
。
島
原
半
島
で
は
南
北
３
地
域
に

分
け
る
よ
う
な
東

西
方
向
の
断
層
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
中
央
部
は
北
部
・
南
部
に
対
し

て
沈
降
し
続
け
て

い
る
が
、
噴
火
は
そ
の
地
溝
帯
に
集
中
し
て
お
り
、
粘
性
の
高
い
マ

グ
マ
が
噴
出
し
て

で
き
る
溶
岩
ド
ー
ム
の
形
成
と
崩
壊
を
繰
り
返
し
な
が
ら
急
峻
な
雲

仙
岳
が
出
来
上
が

っ
て
い
る
。
有
史
以
降
の
噴
火
活
動
は
少
な
く
と
も
３
回
記
録
さ
れ

て
お
り
、
江
戸
時

代
の
普
賢
岳
噴
火
に
伴
う
眉
山
崩
壊
は
１
万

5
,
0
0
0
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
が
、
そ
の

後
に
は
豊
富
な
湧
水
と
良
好
な
漁
場
・
港
湾
が
生
じ
た
。
雲
仙
岳
の

最
高
峰
で
あ
る
平

成
新
山
は
、
1
9
9
0
年
（
平
成
２

年
）
か
ら

1
9
9
6
年
（
平
成
８
年
）

の
平
成
大
噴
火
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
「
世
界
で
一
番
新
し
い
山
」
の
一
つ
で
あ
る
。
 

島
原
半
島
で
は
、
約

4
3
0
万
年
前
か
ら
平
成
大
噴
火
ま
で
の
火
山
活
動
の
変
化
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
雲
仙
温
泉
街
に
点
在
す
る
地
獄
は
時
代
と
と
も
に
移
動
し

て
お
り
、
か
つ
て
駐
車
場
で
あ
っ
た
場
所
が
今
は
地
獄
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
動
き
続

け
て
い
る
地
獄
そ
の
も
の
が
地
球
の
躍
動
・
鼓
動
を
伝
え
て
い
る
。
火
山
の
活
動
は
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
（
雲
仙
ツ
ツ
ジ
）
に
代
表
さ
れ
る
特
有
の
植
物
景
観
を
育
ん
で
お
り
、

シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
や
シ
ロ
ド
ウ
ダ
ン
等
を
含
め
て
火
山
の
地
質
や
火
山
ガ
ス
に
耐
性
を
持

つ
植
物
が
優
占
し
、
森
林
へ
と
遷
移
す
る
途
上
の
特
徴
的
な
植
生
が
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
東
西
に
並
ぶ
小
浜
温
泉
、
雲
仙
温
泉
（
地
獄
）
、
島
原
温
泉
の
源
は
い
ず
れ
も
橘

（
こ
れ
ま
で
の
計
画
書

に
基

本
方

針
を

定
め

て
い

な
い

）
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湾
海
底
の
マ
グ
マ
溜
り
で
あ
り
な
が
ら
、
高
温
高
圧
の
ガ
ス
が
斜
め
に
上
昇
す
る
距
離

の
違
い
に
よ
り
、
異
な
る
温
度
や
泉
質
を
持
っ
て
い
る
。
 

島
原
半
島
は
海
と
山
が
近
く
、
海
の
上
に
急
激
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
形
が
特
徴

で
、
海
沿
い
か
ら
雲
仙
温
泉
地
区
ま
で
標
高
差
が
約

7
0
0
ｍ
あ
り
、
低
地
よ
り
４
～
５

度
は
涼
し
い
気
候
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
標
高
差
に
よ
り
雲
仙
岳
と
三
方
の
海
と
が
織

り
成
す
“
水
陸
の
大
展
望
”
は
本
国
立
公
園
の
指
定
要
素
と
も
な
っ
て
お
り
、
移
ろ
う

天
気
の
一
瞬
の
変
化
や
、
霧
氷
な
ど
の
自
然
現
象
、
美
し
い
夜
の
星
空
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
火
山
の
裾
野
の
傾
斜
地
で
は
、
水
は
け
の
良
い
土
壌
を
活
か
し
た
農
業
が
営

ま
れ
て
お
り
、
多
様
な
滋
味
あ
ふ
れ
る
野
菜
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
火
山
性
の
地

形
や
岩
石
に
よ
る
石
積
み
棚
田
と
赤
黄
色
の
土
壌
が
美
し
い
景
観
を
作
り
出
し
て
い

る
。
 

こ
の
島
原
半
島
の
類
い
稀
な
自
然
景
観
は
、
明
治
維
新
前
か
ら
多
く
の
外
国
人
に
避

暑
・
保
養
の
地
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
娯
楽
や
ハ
イ

カ
ラ
文
化
、
雲
仙
ハ
ヤ
シ
な
ど
の
特
産
品
を
生
み
出
す
源
と
な
っ
た
。
ま
た
、
7
0
1
年

の
行
基
に
よ
る
開
山
以
降
、
雲
仙
に
は
山
岳
信
仰
の
霊
山
と
し
て
多
く
の
僧
が
集
ま

り
、
平
安
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
最
盛
期
に
は
千
も
の
僧
坊
が
存
在
し
、
今

の
雲
仙
温
泉
街
の
人
口
を
越
え
る
僧
が
居
住
し
て
い
た
歴
史
も
驚
き
に
値
す
る
。
 

こ
の
よ
う
な
火

山
と
地
形
・
地
質
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
人
の
暮
ら
し
・
温
泉
・

食
、
信
仰
や
外
国
人
避
暑
地
と
し
て
の
歴
史
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唯
一
無
二
の

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
を
体
感
で
き
る
の
が
当
該

地
域
な
ら
で
は
の
価
値
で
あ

り
、
今

も
な
お
、
命
を
燃
や
す
地
球
に
育
ま
れ
た
火
山
や
温
泉
、
食
や
文
化
、
信
仰
等
か
ら
明

日
を
生
き
る
た
め
の
活
力
を
得
る
こ
と
が
代
表
的
な
感
動
体
験
で
あ
る
。

 
そ
の
基
盤
と
な
る
世
界
に
誇
る
風
致
景
観
を
保
護
し
、
上
述
し
た
体
験
を
国
内
外
の

利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
健
、
休
養

及
び
教
化
（
す
な
わ
ち
感
動
と
学

び
）
の
場
と
し
て
機
能
す
る
と
同
時
に
、
生
物
多

様
性
の
確
保
に
も
寄
与
す
る
た
め
、

以
下
の
方
針
に
よ
り
公
園
計
画
を
定
め
る
。

 
 

 （
１
）
保
護
に
関
す
る
事
項
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普
賢
岳
、

平
成
新
山
、
国
見
岳
、
妙
見
岳
、
野
岳
な
ど
の
火
山
地
形
の
中
心

部
、
こ
れ
ら

と
つ
な
が
る
九
千
部
岳
、
矢
岳
、
絹
笠
山
、
眉
山
な
ど
の
火
山
地

形
、
新
焼
溶

岩
流
、
平
成
新
山
火
砕
流
及
び
土
石
流
跡
地
、
普
賢
岳
や
九
千
部
岳

西
側
斜
面
の

落
葉
広
葉
樹
林
帯
、
野
岳
の
イ
ヌ
ツ
ゲ
群
落
、
池
ノ
原
、
宝
原
及
び

仁
田
峠
の
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
生
地
な
ど
の
森
林
景
観
や
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
が
見
ら

れ
る
原
生
沼

、
噴
気
孔
な
ど
噴
出
活
動
を
見
せ
る
雲
仙
地
獄
の
風
致
景
観
の
保
護

に
重
点
を
お

い
た
計
画
と
す
る
。

 
 （
２
）
利
用
に
関

す
る
事
項

 
普
賢
岳
、

国
見
岳
、
妙
見
岳
、
野
岳
、
九
千
部
岳
、
絹
笠
山
、
矢
岳
な
ど
へ
の

登
山
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
新
緑
、
紅
葉
期
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落
の
開
花
期
を
対

象
と
し
た
風

景
鑑
賞
の
た
め
に
歩
道
、
園
地
、
駐
車
場
等
を
計
画
的
に
整
備
す

る
。
雲
仙
温

泉
集
団
施
設
地
区
は
、
こ
れ
ら
の
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
利
用
や
、

地
区
内
の
地

獄
現
象
、
歴
史
の
探
勝
や
温
泉
利
用
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
宿

舎
、
野
営
場

、
博
物
展
示
施
設
、
園
地
、
駐
車
場
の
整
備
を
図
る
。
雲
仙
諏
訪
ノ

池
集
団
施
設

地
区
は
、
当
該
地
域
の
南
部
の
利
用
拠
点
と
し
て
、
諏
訪
の
池
や
照

葉
樹
林
帯
を

対
象
と
し
た
自
然
観
察
会
、
自
然
探
勝
の
た
め
宿
舎
、
野
営
場
、
博

物
展
示
施
設

、
園
地
、
駐
車
場
の
整
備
を
図
る
。

 
当
該
地
域

の
各
利
用
地
点
を
連
絡
す
る
利
用
を
想
定
し
、
周
辺
の
風
致
景
観
の

保
全
と
園
地

等
の
適
切
な
整
備
を
行
う
。

 
さ
ら
に
、

地
域
ご
と
の
地
形
地
質
・
景
観
・
文
化
等
を
活
か
し
た
質
の
高
い
自

然
体
験
活
動

を
促
進
す
る
。
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３
 

規
制
計

画
の

変
更

内
容
 

(
1
)
 
保

護
規
制

計
画

等
 

保
護

規
制
計

画
等

の
一

部
を

次
の

と
お

り
変
更
す
る
。

 
ア

 
特

別
地

域
 

特
別

地
域
の

区
域

の
一

部
を

、
次

の
と

お
り
変
更
す
る
。

 
（

表
５

：
特

別
地

域
変

更
表

）
 

都
道

府
県
名
 

変
更
後
 

変
更

前
 

区
域
 

面
積
（
h
a
）
 

区
域
 

面
積

（
h
a
）
 

長
崎

県
 

島
原

市
内
 

国
有

林
長
崎

森
林

管
理
署

86
林

班
か
ら

89
林
班
ま
で
及
び

9
2

林
班
の
全
部
並
び
に

7
6
林
班
か
ら

7
8
林
班
ま
で
、
8
0
林
班
、

8
4
林
班
、
8
5
林
班
、
9
3
林
班
、
94

林
班
及
び

9
6
林
班
の
各
一

部
 

島
原

市
 

北
千

本
木
町

及
び

南
千

本
木

町
の

各
一
部
 

1
,5
2
8 

国
 1

,4
5
3 

公
  

  
4
9 

私
  

  
2
6 

 

島
原
市
内
 

国
有
林
長
崎

森
林

管
理
署

86
林

班
か
ら

89
林

班
ま

で
及
び

9
2

林
班
の
全
部
並
び
に

7
6
林
班
か
ら

7
8
林
班
ま
で
、
8
0
林
班

、

8
4
林
班
、
8
5
林
班
、
9
3
林
班
、
94

林
班
及
び

9
6
林
班
の
各
一

部
 

島
原
市
 

北
千
本
木
町

及
び

南
千

本
木

町
の

各
一

部
 

1
,5
2
7 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
1,
45
6
）
 

 
雲

仙
市

内
 

国
有

林
長
崎

森
林

管
理
署

95
林
班
、
1
0
6
林
班
か
ら

1
0
9
林
班

ま
で

及
び

1
1
8
林

班
の

全
部

並
び

に
7
6
林

班
か

ら
7
8
林

班
ま

で
、
8
0
林
班
、
93

林
班
、
1
0
3
林
班
か
ら

1
0
5
林
班
ま
で
、
1
1
0

林
班
、
11
4
林
班
、
11
7
林
班
、
1
19

林
班
及
び

12
7
林
班
の
各

一
部
 

雲
仙

市
 

国
見

町
大
字

神
代

、
国

見
町

大
字

土
黒
、
瑞
穂
町
大
字
西
郷
、

千
々

石
町
大

字
木

場
名
、
小

浜
町

大
字
雲
仙
、
小
浜
町
大
字
大

亀
、
小

浜
町
大
字

木
場

、
小
浜
町

大
字
南
木
指
、
小
浜
町
大
字

南
本

町
、
小

浜
町

大
字

山
畑

及
び
南
串
山
町
大
字
荒
牧
名
の
各

一
部
 

2
,2
0
2 

国
 1

,3
2
3 

公
  

 1
5
1 

私
  

 7
2
9 

 

雲
仙
市
内
 

国
有
林
長
崎
森
林
管
理
署

95
林
班
、
1
0
6
林
班
、
1
0
7
林
班
、

1
0
9
林
班
及
び

1
1
8
林

班
の

全
部

並
び

に
7
6
林

班
か

ら
7
8
林

班
ま
で
、
8
0
林
班
、
9
3
林
班
、
1
0
2
林
班
か
ら

1
0
5
林
班

ま

で
、
1
0
8
林
班
、

1
1
0
林
班

、
1
1
1
林

班
、

1
1
4
林

班
、
1
1
7
林

班
、
1
1
9
林
班
及

び
1
2
7
林
班
の
各
一
部
 

雲
仙
市
 

国
見
町
大
字

神
代

、
国

見
町

大
字

土
黒

、
瑞

穂
町

大
字

西
郷

、

千
々
石
町
大

字
木

場
名
、
小

浜
町

大
字

雲
仙

、
小

浜
町

大
字

大

亀
、
小
浜
町
大
字

木
場

、
小
浜
町

大
字

南
木

指
、
小

浜
町

大
字

南
本
町
、
小

浜
町

大
字

山
畑

、
南

串
山

町
大

字
荒

牧
名

の
各

一

部
 

2
,2
0
9 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
2,
36
6
）
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 都
道

府
県
名
 

変
更
後
 

変
更

前
 

区
域
 

面
積
（
h
a
）
 

区
域
 

面
積

（
h
a
）
 

長
崎

県
 

南
島

原
市
内
 

国
有
林
長
崎
森
林
管
理
署

1
0
1
林
班
及
び

1
0
2
林
班
の
全
部
並

び
に

9
6
林
班
か
ら

9
9
林
班
ま
で
の
各
一
部
 

南
島

原
市
 

北
有

馬
町
大

字
今

福
名
、
北

有
馬

町
大
字
西
正
寺
名
、
北
有
馬

町
大

字
坂
上

下
名

、
西
有

家
町
大

字
慈
恩
寺
名
、
西
有
家
町
大

字
長

野
名
、
西
有

家
町

大
字

見
岳

名
、
有
家
町
大
字
尾
ノ
上
名
、

布
津

町
大
字

坂
下

名
及

び
深

江
町
大
字
古
江
名
の
各
一
部
 

1
,0
5
8 

国
  

 4
3
9 

公
  

 1
7
4 

私
  

 4
4
5 

 

南
島
原
市
内
 

国
有
林
長
崎

森
林

管
理

署
1
0
1
林

班
の
全

部
並

び
に

9
6
林
班

か
ら

9
9
林
班
及

び
1
0
2
林

班
の

各
一

部
 

南
島
原
市
 

北
有
馬
町
大

字
今

福
名
、
北

有
馬

町
大

字
西

正
寺

名
、
北

有
馬

町
大
字
坂
上

下
名

、
西
有

家
町
大

字
慈

恩
寺

名
、
西

有
家

町
大

字
長
野
名
、
西
有

家
町

大
字

見
岳

名
、
有
家

町
大

字
尾

ノ
上

名
、

布
津
町
大
字

坂
下

名
、

深
江

町
大

字
古

江
名

の
一

部
 

1
,0
6
6 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
1,
12
6
）
 

 
 

 

変
更

部
分
面

積
合

計
 

△
 
 
６
 

 
 

 
変

更
前

特
別

地
域

面
積
 

4
,8
0
2 

（
4,
94
8
）
 

 
  

 

変
更
後
特
別
地
域
面
積
 

4
,
7
8
8
 

注
１

）
区
域

の
精

査
及

び
Ｇ

Ｉ
Ｓ

ソ
フ

ト
を

用
い

た
面
積
の
再
計
算
後
の
数
値
で
あ
り
、
括
弧
内
は
変
更
前
の
公
園
計
画
書

に
記

載
さ

れ
た

数
値

で
あ

る
。
 

注
２

）
端
数

処
理

の
た

め
合

計
値

が
一

致
し

な
い

場
合
が
あ
る
。
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（
ア

）
第
１

種
特

別
地

域
 

第
１

種
特
別

地
域

の
区

域
の

一
部

を
、

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 
（
表

６
：
第

１
種

特
別

地
域

変
更

表
）
 

番
号
 

区 分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

１
 

主
図

２
 

副
図

３
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

衣
笠

山
 

長
崎
県
雲
仙
市
小
浜
町
雲
仙
の
一
部
 

公
園

区
域

を
明

確
に

す
る

た
め

、
既

存
区

域

線
の
凡
例
を

変
更

す
る
(
小

班
界

（
国

有
林

）

及
び

国
有

林
界

と
な

っ
て

い
る

が
、

現
状

で

は
国

有
林

界
か

ら
国

有
林

内
を

通
過

す
る

区

域
線

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
小

班
界

（
国

有

林
）
及
び
国

有
林

界
に

変
更

す
る

)
。
 

－
 

国
 
 
 
－
 

公
 
 
 
－
 

私
 
 
 
－
 

 
 

 
 

 
変

更
部

分
面

積
計

 
０

 

国
  
  
 
０
 

公
  
  
 
０
 

私
  
  
 
０
 

 
 

 
 

 
変
更
前
第
１
種
特
別
地
域
面
積
 

7
6
7
 

国
 
 
 
－
 

公
 
 
 
－
 

私
 
 
 
－
 

（
7
9
9
）
 

 
 

 
 

 
変
更
後
第
１
種
特
別
地
域
面
積
 

7
6
7
 

国
  
 7
3
9 

公
  
  
2
1 

私
  
  
６
 

注
１

）
区
域

の
精

査
及

び
Ｇ

Ｉ
Ｓ

ソ
フ

ト
を

用
い

た
面
積
の
再
計
算
後
の
数
値
で
あ
り
、
括
弧
内
は
変
更
前
の
公
園
計
画
書

に
記

載
さ

れ
た

数
値

で
あ

る
。
 

注
２

）
端
数

処
理

の
た

め
合

計
値

が
一

致
し

な
い

場
合
が
あ
る
。
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（
イ

）
第
２

種
特

別
地

域
 

第
２

種
特
別

地
域

の
区

域
の

一
部

を
、

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 
（
表

７
：
第

２
種

特
別

地
域

変
更

表
）
 

番
号

 
区

分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

２
 

主
図

１
 

副
図

２
 

拡
張
 

普
通

地
域
か

ら
の

振
替
 

眉
山
山
麓
 

長
崎

県
島

原
市

南
千

本
木

町
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
林

班
界

（
国

有
林

）
及

び
小

班
界
（
民
有
林
）
と

な
っ

て
い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
道
路
交

点
と

交
点

か
ら

真
南

へ
道

路
敷

(
含

)
界

と
の

交
点

を
結

ぶ
線

界
及

び
道

路
敷

(
含
)
界
に
変

更
す

る
)。

 

0
.8
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
0
.8
 

３
 

主
図

２
 

副
図

２
 

拡
張
 

普
通

地
域
か

ら
の

振
替
 

稚
児
落
ノ
滝

の
西
 

長
崎

県
雲

仙
市

小
浜

町
北

野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

道
路

中
心

線
よ

り
5
0
ｍ
線

界
と
な
っ
て
い
る

が
、
よ

り
判
り

や
す

い
区

域
線

と
す
る
た
め

、
森

林
施

業
と

の
調

整
に

よ
り

、
国

有
林
界
及
び

小
班

界
（

国
有
林
）
に

変
更

す
る
）
。
 

1
.1
 

国
  
  
1
.1
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

４
 

主
図

２
 

副
図

４
 

拡
張
 

普
通

地
域
か

ら
の

振
替
 

小
浜
雲
仙
線

沿
線
 

長
崎

県
雲

仙
市

小
浜

町
南

木
指
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

道
路

中
心

線
よ

り
5
0
ｍ
線

界
と
な
っ
て
い
る

が
、
よ

り
判
り

や
す

い
区

域
線

と
す
る
た
め

、
森

林
施

業
と

の
調

整
に

よ
り

、
小

班
界
（
国
有

林
）

に
変

更
す

る
）
。
 

1
.4
 

国
  
  
1
.4
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

５
 

主
図

１
 

副
図

３
 

拡
張
 

普
通

地
域
か

ら
の

振
替
 

高
岩
山
及
び

山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有
家

町
見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を

明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
沢

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で
あ
る
た
め
、

等
高

線
(
5
7
0
ｍ

)
界

及
び

林
班

界
（
民
有
林
）
に

変
更

す
る

)
。

 

2
.9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
1
.7
 

私
  
  
1
.2
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番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

６
 

主
図

１
 

副
図

４
 

拡
張
 

普
通

地
域
か

ら
の

振
替
 

高
岩
山
及
び

山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有
家

町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
沢

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で
あ
る
た
め
、
等

高
線
（
4
5
0
ｍ

)
界
及

び
沢
界

に
変
更
す
る
)
。

 

0
.9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
0
.9
 

７
 

主
図

２
 

副
図

１
 

拡
張
 

第
３

種
特
別

地
域

か
ら

の
振

替
 

論
所
原
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有
家

町
長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を

明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

道
路

中
心

線
よ

り
5
0
ｍ
線

界
と
な
っ
て
い
る

が
、
よ

り
判
り

や
す

い
区

域
線

と
す
る
た
め

、
森

林
施

業
と

の
調

整
に

よ
り

、
国

有
林
界
及
び

小
班

界
（

国
有
林
）
に

変
更

す
る
）
。
 

2
.7
 

国
  
  
2
.7
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

８
 

主
図

２
 

副
図

２
 

拡
張
 

普
通

地
域
か

ら
の

振
替
 

口
之
津
雲
仙

線
沿
線
 

長
崎

県
南

島
原

市
北

有
馬

町
乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
小

班
界

（
民

有
林

）
と

な
っ

て
い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、
道

路
中

心
線
界

及
び
道
路
敷
(
含

)
界
に

変
更
す

る
)
。
 

0
.8
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
0
.8
 

９
 

主
図

１
 

副
図

２
 

削
除
 

普
通

地
域
へ

の
振

替
 

眉
山
山
麓
 

長
崎

県
島

原
市

南
千

本
木

町
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
小

班
界

（
民

有
林

）
と

な
っ

て
い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、
道
路
敷
(
含
)
界

に
変
更
す
る
)
。

 

△
1
.
9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.9
 

10
 

主
図

１
 

副
図

２
 

削
除
 

普
通

地
域
へ

の
振

替
 

高
岩
山
及
び

山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
有

家
町

尾
上
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る
（

町
界

と
な
っ

て
い

る
が

、
よ

り
判
り
や
す
い
区

域
線

と
す

る
た

め
、
森

林
施
業

と
の
調
整
に

よ
り

、
国

有
林
界
及

び
小

班
界
（
国

有
林
）
に
変

更
す

る
）。

 

△
3
.
3
 

国
  
△
3
.3
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

  

－ 61 －



 

－62－ 

番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
1 

主
図

１
 

副
図

４
 

削
除
 

普
通

地
域
へ

の
振

替
 

高
岩
山
及
び

山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有
家

町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を

明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
沢

界
及

び
道

路
中

心
線

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
等

高
線

(
5
7
0
ｍ
)
界
及
び

沢
界

に
変

更
す

る
)
。
 

△
1
.
2
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.2
 

12
 

主
図

１
 

副
図

４
 

削
除
 

普
通

地
域
へ

の
振

替
 

高
岩
山
及
び

山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有
家

町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
道

路
中

心
線

界
及

び
沢

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
等

高
線

(
4
5
0
ｍ
)
界

に
変

更
す

る
)
。
 

△
3
.
4
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
3
.4
 

13
 

主
図

１
 

副
図

５
 

削
除
 

普
通

地
域
へ

の
振

替
 

高
岩
山
及
び

山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有
家

町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
沢

界
及

び
道

路
中

心
線

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
等

高
線

(
4
5
0
ｍ
)
界
及
び

地
番

界
に

変
更

す
る
)
。
 

△
0
.
8
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
0
.8
 

14
 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

眉
山
山
麓
 

長
崎

県
島

原
市

南
千

本
木

町
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

(
林

班
界

（
民

有
林

）
と

な
っ

て
い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、
道
路
敷
(
含
)
界

に
変
更
す
る
)
。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

15
 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

眉
山
山
麓
 

長
崎

県
雲

仙
市

瑞
穂

町
西

郷
丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

道
路

中
心

線
よ

り
5
0
ｍ
線

界
と
な
っ
て
い
る

が
、
よ

り
判
り

や
す

い
区

域
線

と
す
る
た
め

、
森

林
施

業
と

の
調

整
に

よ
り

、
小

班
界
（
国
有

林
）

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

   

－ 62 －



 

－63－ 

番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

16
 

主
図

１
 

副
図

２
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

眉
山
山
麓
 

長
崎

県
雲

仙
市

千
々

石
町

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る
（

町
界

と
な
っ

て
い

る
が

、
よ

り
判
り
や
す
い
区

域
線

と
す

る
た

め
、
森

林
施
業

と
の
調
整
に

よ
り

、
小
班

界
（
国

有
林
）
に

変
更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

17
 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

鴛
鴦
ノ
池
の

北
 

長
崎

県
雲

仙
市

小
浜

町
雲

仙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る
（

町
界

と
な
っ

て
い

る
が

、
よ

り
判
り
や
す
い
区

域
線

と
す

る
た

め
、
森

林
施
業

と
の
調
整
に

よ
り

、
国

有
林

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

18
 

主
図

２
 

副
図

２
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

千
々
石
雲
仙

線
沿
線
 

長
崎

県
雲

仙
市

小
浜

町
北

野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る
（

河
川

中
心
線

界
と

な
っ

て
い

る
が
、
よ
り
判
り

や
す

い
区

域
線

と
す

る
た

め
、

森
林
施
業
と
の
調

整
に

よ
り

、
国

有
林

界
に

変
更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

19
 

主
図

２
 

副
図

４
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

小
浜
雲
仙
線

沿
線
 

長
崎

県
雲

仙
市

南
木

指
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る
（
道
路
中
心
線
よ
り

5
0
m
線
界

と
な
っ
て
い
る
が

、
よ
り

判
り
や

す
い

区
域

線
と

す
る
た
め
、
森
林

施
業

と
の

調
整

に
よ

り
、
国
有

林
界
及
び
小

班
界

（
国

有
林

）
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

20
 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

赤
松
谷
 

長
崎

県
南

島
原

市
深

江
町

戌
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡
例
を
変
更
す
る

（
市

町
界

と
な

っ
て

い
る

が
、

よ
り
判
り
や
す
い

区
域

線
と

す
る

た
め
、
森

林
施

業
と

の
調

整
に

よ
り

、
国

有
林

界
及

び
林

班
界

（
国
有
林
）
に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 

－ 63 －



 

－64－ 

番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

21
 

主
図

１
 

副
図

３
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

高
岩
山
及
び
山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有

家
町
見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡

例
を
変
更
す
る
(
道

路
中

心
線
よ

り
5
0
ｍ
線
界

及
び

沢
界
と
な
っ
て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班

界
（
民
有
林
）
に

変
更

す
る

)
。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

22
 

主
図

１
 

副
図

５
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

高
岩
山
及
び
山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有

家
町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡

例
を

変
更

す
る

(
道

路
中

心
線

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明
瞭
で
あ
る
た

め
、
等

高
線
(
4
5
0
m
)
界
に

変
更

す

る
)
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

23
 

主
図

１
 

副
図

５
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

高
岩
山
及
び
山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有

家
町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡

例
を

変
更

す
る

(
道

路
中

心
線

界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
等

高
線

(
45
0
ｍ

)
界

に
変

更

す
る
)
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

24
 

主
図

１
 

副
図

５
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

高
岩
山
及
び
山
麓
 

長
崎

県
南

島
原

市
西

有

家
町
慈
恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確

に
す

る
た

め
、
既

存
区

域
線
の

凡

例
を

変
更

す
る

(
沢

界
と

さ
れ

て
い

る
が

、
地

形
図

の
沢
上
に
区
域
線

が
な

く
、
沢
界

で
は

不
明

瞭
で

あ

る
た
め
、
国
有
林

界
及

び
地

番
界

に
変

更
す

る
)
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

 
 

 
変

更
部

分
面

積
計

 
０

 

国
  
  
 
２
 

公
  
  
 
２
 

私
 
△
  
４
 

 

 
 

 
 

変
更
前

第
２

種
特

別
地

域
面

積
 

2
,7
2
4 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
2,
87
5
）
 

－ 64 －



 

－65－ 

 
 

 
 

 
変
更
後

第
２

種
特

別
地

域
面

積
 

2
,7
1
5 

国
 1
,3
9
4 

公
  
 3
2
1 

私
 1
,0
0
0 

 注
１

）
区
域

の
精

査
及

び
Ｇ

Ｉ
Ｓ

ソ
フ

ト
を

用
い

た
面
積
の
再
計
算
後
の
数
値
で
あ
り
、
括
弧
内
は
変
更
前
の
公
園
計
画
書

に
記

載
さ

れ
た

数
値

で
あ

る
。
 

注
２

）
端
数

処
理

の
た

め
合

計
値

が
一

致
し

な
い

場
合
が
あ
る
。
 

 
 

－ 65 －



 

－66－ 

（
ウ

）
第
３

種
特

別
地

域
 

第
３

種
特
別

地
域

の
区

域
の

一
部

を
、

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 
（
表

８
：
第

３
種

特
別

地
域

変
更

表
）
 

番
号
 

区
分
 

内
容
 

名
称
 

変
更
部
分
の
区
域
 

変
更

理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

７
 

主
図

２
 

副
図

１
 

削
除
 

第
２

種
特
別

地
域

へ
の

振
替
 

論
所

原
 

長
崎
県
南
島
原
市
西
有
家

町
長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す

る
た

め
、

既
存

区
域

線
の

凡
例

を

変
更
す
る
（
道
路
中
心
線
よ
り

5
0
m
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
、
よ
り
判
り
や
す
い

区
域

線
と

す
る

た
め

、
森

林
施

業

と
の
調
整
に
よ
り
、
国

有
林

界
及

び
小

班
界

（
国

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

△
2
.
7
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
2
.7
 

25
 

主
図

１
 

副
図

２
 

－
 

凡
例

の
修
正
 

高
岩

山
及
び
山

麓
 

長
崎
県
南
島
原
市
有
家
町

尾
上
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す

る
た

め
、

既
存

区
域

線
の

凡
例

を

変
更
す
る
(
沢
界
及
び
町
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
地
番
界
に
変

更
す

る
)
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

 
 

 
変
更

部
分
面

積
計

 
△

３
 

国
 
 
 
△
３
 

公
  
  
 
０
 

私
  
  
 
０
 

 
 

 
 

 
変
更
前
第
３
種
特
別
地
域
面
積
 

7
1
6
 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
6
8
6
）
 

 
 

 
 

 
変
更
後
第
３
種
特
別
地
域
面
積
 

7
1
0
 

国
  
 4
9
3 

公
  
  
2
5 

私
  
 1
9
2 

注
１

）
区
域

の
精

査
及

び
Ｇ

Ｉ
Ｓ

ソ
フ

ト
を

用
い

た
面
積
の
再
計
算
後
の
数
値
で
あ
り
、
括
弧
内
は
変
更
前
の
公
園
計
画
書

に
記

載
さ

れ
た

数
値

で
あ

る
。
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注
２

）
端
数

処
理

の
た

め
合

計
値

が
一

致
し

な
い

場
合
が
あ
る
。
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イ
 

関
連
事

項
 

（
ア

）
普
通

地
域

 

普
通
地
域
の
区
域
の
一
部
を
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 
（

表
９

：
普

通
地

域
変

更
表

）
 

都
道

府
県
名
 

変
更
後
 

変
更

前
 

区
域
 

面
積
（
h
a
）
 

区
域
 

面
積

（
h
a
）
 

長
崎

県
 

島
原

市
内
 

国
有

林
長
崎

森
林

管
理
署

73
林

班
、
7
4
林
班
、
79

林
班
、
8
1

林
班

か
ら

83
林

班
ま

で
、
9
0
林
班
及
び

91
林
班
の
全
部
並
び

に
7
5
林
班

、
8
4
林

班
、
8
5
林
班
、
9
3
林
班
及
び

9
4
林
班
ま

で
の

各
一
部
 

島
原

市
 

大
下

町
、
北

上
木

場
町

、
北

千
本

木
町
、
礫
石
原
町
、
三
会
町
、

白
谷

町
、
新
湊
二

丁
目

、
立
野
町

、
仁
田
町
、
広
高
野
町
、
南

上
木

場
町

、
南
下

川
尻

町
、
南
千

本
木
町
、
有
明
町
大
字
久
原

及
び

有
明
町

大
字

高
野

の
各

一
部

 

2
,0
0
6 

国
 1

,1
6
0 

公
  

  
7
4 

私
  

 7
7
2 

 

島
原
市
内
 

国
有
林
長
崎

森
林

管
理
署

73
林

班
、
7
4
林
班

、
79

林
班
、
8
1

林
班
か
ら

83
林

班
ま

で
、
9
0
林
班
及
び

91
林
班
の
全
部
並
び

に
7
5
林
班

、
8
4
林

班
、
8
5
林
班

、
9
3
林

班
か

ら
9
4
林

班
ま

で
の
各
一
部
 

島
原
市
 

大
下
町
、
北

上
木

場
町

、
北

千
本

木
町

、
礫

石
原

町
、
三
会

町
、

白
谷
町
、
新
湊
二

丁
目

、
立
野
町

、
仁

田
町

、
広

高
野

町
、
南

上
木
場
町
、
南
下

川
尻

町
、
南
千

本
木

町
、
有
明

町
大

字
久

原

及
び
有
明
町

大
字

高
野

の
各

一
部

 

2
,0
3
7 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
1,
89
7
）
 

 
雲

仙
市

内
 

国
有

林
長
崎

森
林

管
理

署
7
0
林

班
、
7
1
林
班

、
1
1
1
林

班
か

ら
11
3
林
班
ま

で
、
1
1
5
林
班

、
1
1
6
林
班
及
び

1
2
0
林
班
か

ら
1
2
6
林
班

ま
で
の
全
部
並
び
に

75
林
班
、
76

林
班
、
1
03

林

班
か
ら

1
0
5
林
班
ま
で
、
1
1
0
林
班
、
1
1
4
林
班
、
1
1
7
林
班
、

1
1
9
林
班
及
び

1
2
7
林
班
の
各
一

部
 

雲
仙

市
 

国
見

町
大
字

神
代

、
国

見
町

大
字
多
比
良
、
国
見
町
大
字
土
黒
、

瑞
穂

町
大
字

西
郷

、
吾
妻

町
大
字

川
床
名
、
吾
妻
町
大
字
田
ノ

平
名

、
千

々
石
町

大
字

小
倉

名
、
千
々
石
町
大
字
上
峰
名
、
千
々

石
町

大
字
木

場
名

、
千
々

石
町
大
字
野
田
名
、
小
浜
町
大
字
大

亀
、
小

浜
町
大
字

北
野

、
小
浜
町
大
字
北
本
町
、
小
浜
町
大
字

木
場

、
小

浜
町
大

字
南

木
指

、
小
浜
町
大
字
南
本
町
、
小
浜
町

大
字

山
畑
及

び
南

串
山

町
大

字
荒
牧
名
の
各
一
部
 

4
,4
7
8 

国
 2

,4
8
4 

公
  

  
1
6 

私
 1

,9
7
8 

 

雲
仙
市
内
 

国
有

林
長
崎

森
林

管
理

署
7
0
林

班
、
7
1
林
班

、
1
1
3
林

班
、

1
1
5
林
班
、
1
1
6
林

班
、

1
2
0
林
班
か
ら

1
2
4
林
班
ま
で
及
び

1
2
6
林
班
の
全
部
並
び
に

75
林
班
、
7
6
林
班
、
1
0
3
林
班
か
ら

1
05

林
班

ま
で
、

11
0
林

班
か
ら

11
2
林
班

ま
で

、
11
4
林
班
、

1
1
7
林
班
、
1
1
9
林
班

、
1
2
5
林
班
及
び

1
2
7
林
班
の
各
一
部
 

雲
仙
市
 

国
見
町
大
字

神
代

、
国

見
町

大
字

多
比

良
、
国
見

町
大

字
土

黒
、

瑞
穂
町
大
字

西
郷

、
吾
妻

町
大
字

川
床

名
、
吾
妻

町
大

字
田

ノ

平
名
、
千
々
石
町

大
字

小
倉

名
、
千

々
石

町
大
字

上
峰

名
、
千
々

石
町
大
字
木

場
名

、
千
々

石
町
大

字
野

田
名

、
小

浜
町

大
字

大

亀
、
小
浜
町
大
字

北
野

、
小
浜
町

大
字

北
本

町
、
小

浜
町

大
字

木
場
、
小
浜
町
大

字
南

木
指

、
小

浜
町

大
字

南
本

町
、
小

浜
町

大
字
山
畑
及

び
南

串
山

町
大

字
荒

牧
名

の
各

一
部

 

4
,5
0
7 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
4,
39
7
）
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都
道

府
県
名
 

変
更
後
 

変
更

前
 

区
域
 

面
積
（
h
a
）
 

区
域
 

面
積

（
h
a
）
 

長
崎

県
 

南
島

原
市
内
 

国
有

林
長
崎

森
林

管
理
署

97
林

班
か
ら

99
林
班
ま
で
の
各
一

部
 

南
島

原
市
 

北
有

馬
町
大

字
西

正
寺

名
、
北
有

馬
町
大
字
坂
上
下
名
、
西
有

家
町

大
字
慈

恵
寺

名
、
西

有
家
町

大
字
長
野
名
、
西
有
家
町
大

字
見

岳
名
、

有
家

町
大

字
尾

ノ
上

名
、
布
津
町
大
字
坂
下
名
、

深
江

町
大
字

大
野

木
場

名
、
深
江
町
大
字
田
中
名
及
び
深
江
町

大
字

古
江
名

の
各

一
部
 

1
,6
4
2 

国
  

 2
6
8 

公
  

 1
3
1 

私
 1

,2
4
3 

 

南
島
原
市
内
 

国
有
林
長
崎

森
林

管
理
署

97
林

班
及
び

98
林

班
の

各
一

部
 

南
島
原
市
内
 

北
有
馬
町
大

字
西

正
寺
、
北

有
馬

町
大

字
坂

上
下

名
、
西

有
家

町
大
字
慈
恵

寺
名

、
西
有

家
町
大

字
長

野
名

、
西

有
家

町
大

字

見
岳
名
、
有
家
町

大
字

尾
ノ

上
名

、
布

津
町
大
字

坂
下

名
、
深

江
町
大
字
大

野
木

場
名
、
深

江
町

大
字

田
中

名
及

び
深

江
町

大

字
古
江
名
の

各
一

部
 

1
,6
8
7 

国
 
－
 
－
 

公
 
－
 
－
 

私
 
－
 
－
 

（
1,
61
6
）
 

 
 

 
変
更
部
分
面
積
合
計
 

△
 
6
8
 

 
 

 
変

更
前

普
通

地
域

面
積
 

8
,2
3
1 

（
7,
91
0
）
 

 
 

 
変
更
後
普
通
地
域
面
積
 

8
,
1
2
6
 

注
１

）
区
域

の
精

査
及

び
Ｇ

Ｉ
Ｓ

ソ
フ

ト
を

用
い

た
面
積
の
再
計
算
後
の
数
値
で
あ
り
、
括
弧
内
は
変
更
前
の
公
園
計
画
書

に
記

載
さ

れ
た

数
値

で
あ

る
。

 
注

２
）

端
数

処
理

の
た

め
合

計
値

が
一

致
し

な
い

場
合
が
あ
る
。
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ウ 面積内訳 

地域地区別土地所有別及び市町村別面積は次のとおりとなる。 
（表 10：地域地区別土地所有別面積総括表）                                                                            （単位：面積 ha，比率％） 

地 域 区 分 特 別 地 域 
普 通 地 域 

（ 陸 域 ） 

合 計 

（ 陸 域 ） 
海 域 公 園 

地 区 

普 通 地 域 

（ 海 域 ） 

合 計 

（ 海 域 ） 地 種 区 分 特別保護地区 第１種特別地域 第２種特別地域 第３種特別地域 

土 地 所 有 別 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私    

合 
 

 
 

 

計 

土地所有別面積 590 ６ ０ 739 21 ６ 1,394 321 1,000 493 25 192 3,912 221 3,992 7,128 595 5,192    

地種区分別面積 
（比率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

767 

(  5.9 

 

) 

 

 

2,715 

( 21.0 

 

) 

 

 

710 

(  5.5 

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

地域地区別面積 
（比率） 

 

 

596 

(  4.6 

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,192 

( 32.5 

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

地 域 別 面 積 
（比率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,788 

( 37.1 

 

) 

 

 

8,126 

( 62.9 

 

) 

 

 

12,914 

(100.0 

 

) 

－ － － 

(－) (－) (－) 

 

 

 

（表 11：地域地区別市町村別面積総括表）                                                                                  （単位：ha） 

 
現    行 変   更   後 増    減 

地域地区 

市町村名 

特 別 地 域 普通 

地域 

(陸域) 

合計 

(陸域) 

(A) 

海域 

公園 

地区 

普通 

地域 

(海域) 

合計 

(海域) 

(A’) 

特 別 地 域 普通 

地域 

(陸域) 

合計 

(陸域) 

(B) 

海域 

公園 

地区 

普通 

地域 

(海域) 

合計 

(海域) 

(B’) 

陸域 

(B-A) 

海域 

(B’-A’) 

特 保 第１種 第２種 第３種 小 計 特 保 第１種 第２種 第３種 小 計 

長 

崎 

県 

島原市 
385 

（328）

443 

（451）

430 

（414）

269 

（263）

1,527 

（1,456）

2,037 

（1,897）

3,565 

（3,353）
   385 443 431 269 1,528 2,006 3,534    △ 30  

雲仙市 
174 

（223）

324 

（348）

1,631 

（1,723）

81 

（72）

2,209 

（2,366）

4,509 

（4,397）

6,716 

（6,763）
－ － － 174 324 1,623 81 2,202 4,478 6,680 － － － △ 36 － 

南島原市 
37 

（37）

０ 

（０）

663 

（738）

366 

（351）

1,066 

（1,126）

1,687 

（1,616）

2,752 

（2,742）
   37 ０ 660 360 1,058 1,642 2,699    △ 53  

合計 
596 

（588）

767 

（799）

2,724 

（2,875）

716 

（686）

4,802 

（4,948）

8,231 

（7,910）

13,033 

（12,858）
－ － － 596 767 2,715 710 4,788 8,126 12,914 － － － △119 － 

注１）区域の精査及びＧＩＳソフトを用いた面積の再計算後の数値であり、括弧内は変更前の公園計画書に記載された数値である。 

注２）端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 
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４
 

事
業
計

画
の

変
更

内
容
 

(
1
)
 
施

設
計
画

 

ア
 

利
用
施

設
計

画
 

利
用

施
設
計

画
の

一
部

を
次

の
と

お
り

変
更
す
る
。
 

（
ア

）
単
独

施
設

 

次
の
単
独
施
設
を
追
加
す
る
。

 
（

表
1
2
：
単
独

施
設

表
）
 

番
号

 
種
 
 

 
 

類
 

位
 
 
 
 
置

 
整
 
 
 
 

備
 

 
 

 
方

 
 

 
 

針
 

告
示

年
月
日

 

2
0
 

燃
料

等
供
給

施
設

 
長

崎
県

雲
仙

市
小
浜
町
（
札
の
原

) 
小
浜
温
泉
か
ら
雲
仙
温
泉
集
団
施
設
地

区
ま

で
の

、
国
道

57
号

沿
い

の
燃

料
等

供
給

施

設
と
し
て
整
備
す
る
。

 
新

規
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（イ）道路 

ａ 車道 

次の車道を次のとおり変更する。 
（表 13：道路（車道）変更表） 

現          行 新          規 

理    由 
番号 路線名 区    間 主要経過地 告示年月

日 

番号 路線名 区    間 主要経過地 整 備 方 針 

１ 千本木島原港線 起点―長崎県島原市（南千本木町・

国立公園境界） 

終点―長崎県島原市（北上木場町・

国立公園境界） 

眉山山麓 平 11.2.2

告示 

１ 千本木島原港線 起点―長崎県島原市（南千本木町・

国立公園境界） 

終点―長崎県島原市（白谷町・国立

公園境界） 

眉山山麓 眉山周辺の探勝と眉山登山道へ

の到達道路として整備する。 

実態に合っていない路線

を整理するとともに、公園

区域の明確化に伴い路線を

追加する。 

 
 
 
 

－ 72 －





 

(2) 自然体験活動計画 

自然体験活動計画を次のとおりとする。 

 
１． 本計画の対象地域 

雲仙天草国立公園雲仙地域 

 

２． 自然体験活動で対象とする当該公園の自然、人文文化の特徴 

１．基本方針において記載の通り、対象地域は、雲仙岳が作り出す火山植生や地獄現象等の

特徴的な火山景観を中心に、山麓へ広がる夏緑樹林の新緑・紅葉や、島原半島を囲む海洋風景

が織りなす、雄大かつ多様な自然景観を有している。 

また、修験道やキリスト教に由来する歴史遺産、外国人避暑地として積極的に受容した海外

文化、火山性土壌によって育まれる多種多様な農畜産物と食文化等、人文文化の特質にも恵ま

れている。 

 

３． 質の高い自然体験活動の促進に係る方針 

当該地域では、１．基本方針において記載した当該地域ならではの価値を踏まえ、次の方針

により質の高い自然体験活動を促進する。 

ア) 当該地域の価値や特徴を踏まえた望ましい利用の提供 

当該地域の優れた自然景観や人文景観を活用し、１．基本方針において記載した当該地

域のストーリー（物語）を効果的に伝えるために必要な要素（ルール、ガイダンス等）を

整理しつつ、活動を通じて当該地域のストーリー（物語）の理解が促進される自然体験活

動を開発・提供する。自然体験活動を実施するに当たっては、優れた自然景観を損なうこ

とがないよう、風致景観保全に十分配慮して実施するとともに、安全対策・危機管理（事

故・災害等緊急時への備え・対応、地域内連携等）や環境への貢献・持続可能性（環境保

護・保全の取り組み、地域との関わり等）の観点から、その内容の充実を図るものとする。 

イ) 利用環境の向上 

 当該地域の特質であり、価値を伝える風致景観（雲仙地獄を取り込んだ街並み景観、ミ

ヤマキリシマ群落等の放牧草原景観）の保全等に繋がる自然体験活動を促進し、その持続

的な利用を確保する。 

また、利用者の利便性の向上（例えば、キャッシュレス化、多言語化、通信環境の向上、

ユニバーサルデザイン化、ビジターセンターにおけるツアーデスク設置等）を図る。 

ウ) 利用に関するルールやマナー 

 １．基本方針において記載した当該地域のストーリー（物語）を効果的に伝えるために、

雲仙地獄をめぐる歩道を含む利用導線上での望ましい利用形態を検討し、必要に応じてル

ール化する。また、雲仙岳火山防災協議会が設定する平成新山等の雲仙岳警戒区域内への

立入規制、盗掘及び山頂付近での焚き火等の禁止、野営場以外での野営禁止、駐車場の長

期占有等の禁止等について、利用者への周知を図る。 

エ) 人材の確保及び育成 

自然体験活動を担う事業者等を対象とした定期的な研修の実施等により、事業者や地域

関係者が利用者に対して共通のストーリー（物語）を伝え、地域が一体となって利用者に

感動と学びを提供していけるよう、地域の人材の育成を図る。 

オ) 利用分散の促進、利用者の費用負担の仕組みの導入 

平日・夜間の自然体験活動の促進等により、利用分散を図る。また、地域の環境保全活

動に還元される協力金や負担金の導入を促進する。 

 

４． 地域ごとに促進する自然体験活動 

当該地域において促進する自然体験活動は次のとおり。 

登山・トレッキング、ガイドツアー（雲仙地獄・雲仙岳）、サイクリング、カヌー・カヤック

等（白雲の池・諏訪の池）、ゴルフ（雲仙ゴルフ場）、キャンプ（白雲・諏訪の池・論所原・田

代原）等、当該地域のストーリー（物語）を体感できる自然体験活動。 
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